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【目標達成計画】
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

事業所名 　グループホーム　おれんじ友　　　       　　　　　      

平成　　　24　年　　　5 月　　  2 日             

・2ヶ月に1回定例に開催する。
・会則に警察、消防のメンバー
を追加要請する。
・推進会議を昼食会として開催
し、入居者とのふれあい時間を
持つ。
（年1回～2回程度）

2～6ヶ月

・運営推進委員会での情報
を生かしていく。
・会議の議題、内容を豊富
にしていく。

・日ごろからの避難訓練に
力を入れ、災害時に迅速に
対応できるようにする。

・毎月15日避難訓練の日として
実施する。
・地域を巻き込んだ避難訓練の
実施に向け地域や支援施設、団
体に協力要請をしていく。

2～6ヶ月
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現状における
問題点、課題

運営推進会議を地域の理解
と支援・協力を得る為の貴
重な機会として生かす意味
でも、参加メンバーを警
察・消防などの公的機関や
知見者等にも要請され、そ
れぞれの立場を通した双方
向の意見交換が望まれる。

消防や駐在所の公的機関や
地域の公的施設、バック
アップ施設などどの協力体
制作りと連携につながる取
組みに期待したい。

２　　目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

・ひとりの状態変化を職員
全員が把握し、介護計画を
作成できるようにする。

・アセスメントをこまめにと
り、職員全員で状態変化記録を
つけ、介護計画につなげる。
・状態変化記録をグラフ化し、
年間と通した入居者の状態を全
員が理解し、支援につなげてい
く。

2～6ヶ月

利用者一人ひとりのニーズ
の把握と「サービスを利用
しながら自立した生活を送
る」ことにつながる目標が
計画に上がり、利用者の生
活と共に歩みを進めるモニ
タリングが望まれる。
全職員が介護計画を意識
し、計画に対する意見やア
イディアを考案できる段階
を目指した職員育成の取り
組みが期待される。


